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取付 ・取扱要領書

GG299-04510

この度はモデリスタ フロントバンパーガーニッシュをお買い上げ頂き誠に有難うございます。
本書は本商品の取付け、 取扱いについての要領と注意を記載してあります。
取付け前に必ずお読み頂き、 正しい取付け、 取扱いを実施してください。

★ 本商品は登録後架装を前提としています。 

■品番 ・ 適合車種

MSD41-42009

フロントバンパーガーニッシュ

・ 最新の適合情報は MODELLISTA カタログサイトをご覧ください。 https://www.modellista.co.jp/
・ MSD20-42001 「フロントグリルイルミネーション」 と同時装着する場合は、 

MSD20-42001 「フロントグリルイルミネーション」 を先に取付けてください。
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■ 構成部品

■ 構成部品図

■ リペアパーツセット（補給）
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■ 分岐コネクターの接続方法



6/20No.2501-T2997002

■ 取付けに必要な工具 ・ 保護具 ・ 消耗品
一般工具、 ニッパー、 トルクレンチ、 スケール、 養生テープ、 マスキングテープ、 ケガキ針、 電動ドリル、 
ドリル刃 （φ 3、 φ 5、 φ 7、 φ 9）、 ヤスリ、 保護めがね、 保護シート、 ビニールテープ、 針金

下記はリペアパーツセット （補給） の取付けに使用
ニッパー、 清潔なウエス、 イソプロピルアルコール （IPA）

■ 保証について
本商品は、 1 年 ・ 20,000km の保証を実施致します。 

（1 年、 または 20,000km 走行時点のいずれか早い方まで）

※保証の詳細は MODELLISTA パーツカタログサイト＜ https://www.modellista.co.jp/ ＞

「保証について」 をご覧ください。

■ 取付け構成図
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・ 外装部品の取外し

・ 内装部品の取外し

■ 車両部品の取外し

1. フロントバンパーカバーを取外す。

2. フロントバンパーモールディングを取外す。

1. インストルメントパネルフィニッシュ パネル LWR

NO.2 を取外す。

取外しの詳細は、 トヨタ自動車㈱発行の修理
書を参照してください。

取外しの詳細は、 トヨタ自動車㈱発行の修理
書を参照してください。

取外したフロントバンパーモールディングは再

使用しませんが、 フロントバンパーカバー、 ク

リップ、 ビス等は再使用しますので紛失しな
い様ご注意ください。

取外した車両部品、 クリップ、 ビス等は再使

用しますので紛失しない様ご注意ください。
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・ フロントバンパーカバーの配線
1. ⑭ホルダークランプ貼付箇所をイソプロピルアル

コール （IPA） を使用し、 一方向に拭いて脱脂

する。

4. ⑬結束バンド （1 本） で⑪ワイヤハーネス C の

分岐を車両ハーネスの分岐に合わせて固定す

る。

5. 灰色 2P コネクターの図中で示す箇所にビニール

テープを巻きつける。

6. ⑬結束バンド （14 本） で⑪ワイヤハーネス C を

フロントバンパーカバー裏に固定する。

■ 取付け要領

3. ⑭ホルダークランプ貼付箇所に⑭ホルダークラン

プ （1 個） を貼付ける。

2. ⑭ホルダークランプ貼付箇所に⑮ PAC プライ

マーを塗布する。

・ プライマー開封前に、 必ずプライマー使
用要領を読んでください。

・ プライマーを塗布する際は、 製品からは
み出さないように塗布してください。

・ 変色するおそれがある為、 プライマーが
塗布範囲外に付着した場合は、 直ちにイ
ソプロピルアルコール （IPA） で拭き取っ
てください。

・ イソプロピルアルコール （IPA） を使用す
る際は、 火気に充分注意してください。

・ 脱脂後は十分に乾燥させてください。
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3. 配線穴のグロメットを取外す。

4. ⑩ワイヤハーネス B の乳白色 1P コネクターをビ

ニールテープで針金に固定する。

5. 針金の先端を曲げてビニールテープを巻き付け

る。

2. フロントフェンダーライナー LH をめくる。

・ フロントフェンダー LH ～エンジンルーム
の配線
1. スクリュー （2 本） 及び樹脂クリップ （4 個） を

取外す。

※ MSD20-42001 「フロントグリルイルミネーシ
ョン」 装着車は P14 〈・ブラケットの取付け〉
に進んでください。
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6. 配線穴に針金を挿入し車室内に通す。

7. ⑩ワイヤハーネス B の乳白色 1P コネクターが

助手席から出るまで針金を引く。

8. ビニールテープを剥がし、 ⑩ワイヤハーネス B

の乳白色 1P コネクターを針金から取外す。

9. 配線穴に⑩ワイヤハーネス B のグロメットを取付

ける。

車両中央 ・ 下方向に向けて針金を通してくだ
さい。

車室内への水入り等のおそれがありますので、
⑩ワイヤハーネス B のグロメットが配線穴に確
実に嵌合していることを確認してください。

⑩ワイヤハーネス B が断線もしくは破損する
おそれがあるため、 引っ張る際は力加減に注
意してください。

⑫ワイヤハーネスクランプ （3 本） は後作業
で位置調整するため、 まだ締め付けないでく
ださい。

10. ⑩ワイヤハーネス B に⑫ワイヤーハーネスクラ

ンプ （3 本） を仮留めする。
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13. ヘッドランプ LH の下に⑩ワイヤハーネス B を通

し、 ラジエター前方へ配線する。

14. ⑬結束バンド （1 本） で⑩ワイヤハーネス B を

車両ハーネスに固定する。

11. ⑩ワイヤハーネス B のクランプ（3 箇所）をホイー

ルハウス上側の既設穴に固定する。

12. ⑩ワイヤハーネス B の位置を調整し、⑫ワイヤー

ハーネスクランプ （3 本） を締め付け、 余った部

分をニッパーでカットする。

左図はホイールおよびフェンダーライナーが
ありませんが、 実際は装着されています。
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18. ⑩ワイヤハーネス B の分岐位置をエンジンフー

ドオープナー前方へ配線する。

19. ⑩ワイヤハーネス B の分岐位置を、エンジンフー

ドオープナーの中央に合わせて、 ⑬結束バンド

（1 本） で固定する。

20. ⑬結束バンド （6 本） で⑩ワイヤハーネス B を

車両ハーネスに固定する。

⑬結束バンド （6 本） は、 図中 で示す方向
（車両中央から外側） に向かって固定すると、
ゆるみが発生しません。

15. 車両アースボルトを取外す。

16. 車両アースボルトで⑩ワイヤハーネス B のアー

ス端子を固定する。

17. ⑬結束バンド （1 本） で⑩ワイヤハーネス B を

車両ハーネスに固定する。

締め付けトルク値は、 トヨタ自動車㈱発行の
修理書を参照してください。
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4. ⑨ワイヤハーネス A を車両ハーネスの車両前側

に通す。

5. ⑨ワイヤハーネス A と⑩ワイヤハーネス B の乳

白色 1P コネクターを接続する。

6. ⑬結束バンド （3 本） で⑨ワイヤハーネス A 及

び⑩ワイヤハーネス B を車両ハーネスに固定す

る。

・ 助手席の配線
1. インパネ助手席側 J/B の白色 63P コネクターを

外す。

周辺コネクターを外すと、 以降の作業がしや
すくなります。

周辺コネクターを外した場合、復元してください。

分岐コネクターの接続方法は、 本書冒頭の
【■分岐コネクターの接続方法】 を参照し、
正しく取付けを行ってください。

3. 白色 63P コネクターを復元する。

2. 白色 63P コネクターの 45 番 （青藤 - 緑） に④

ワイヤハーネス A の分岐コネクター （灰） を接

続する。
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5. 車両ナット （2 本） を取外す。

6. 車両ナット （2 本） でブラケット ASSY LH を取付

ける。 【締め付けトルク ： 18N･m】

7. 同様に対称となるようブラケット ASSY RH を取付

ける。

4. フロントバンパーロアアブソーバーを取外す。

・ ブラケットの取付け
1. ③ブラケット NO.1 と④ブラケット NO.2 を⑤ボルト

（2 本） 及び⑥フランジナット （2 個） で締め付け、

ブラケット ASSY LH を組み立てる。 

【締め付けトルク ： 10N･m】

2. ④ブラケット NO.2 の四角穴に⑦スクリューグロ

メットを取り付ける

3. 同様に対称となるようブラケット ASSY RH を組み

立てる。

ブラケット ASSY LH は③ブラケット NO.1 と④
ブラケット NO.2 を左図の位置に調整して組み
立ててください。（ブラケット ASSY RH は対称）
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車両部品及び製品の傷つき防止のため、 以
降の作業は保護シートの上で行ってください。

・ クリップ穴の加工
1. ⑯型紙から型紙 LH 及び型紙 RH を取外す。

2. 左図を参照し、 マスキングテープで型紙 LH をフ

ロントバンパーカバー左下に貼付ける。

3. 同様に型紙 RH をフロントバンパーカバー右下に

貼付ける。

4. 型紙 LH 及び型紙 RH の穴あけ位置中心 （各１

箇所） にケガキ針でマーキングする。

5. 型紙 LH 及び型紙 RH を取外す。

6. ドリル刃 （φ 3、 φ 5、 φ 7） にストッパー （マ

スキングテープ） をセットする。

7. マーキング （2 箇所） に電動ドリルでクリップ穴 （2

箇所） をφ 3 →φ 5 →φ 7 の順番で開ける。

8. クリップ穴 （2 箇所） のバリをヤスリで取除く。

・ 電動ドリルを使用する際は必ず保護めが
ねを着用してください。 なお、 ドリルに巻
き込まれるおそれがあるため手袋等は着
用しないでください。

・ 電動ドリルは、 穴を開ける面に対して垂
直に当ててください。
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・ フロントバンパーガーニッシュの取付け
1. ツメ （16 箇所） を篏合させ、 ①フロントバンパー

ガーニッシュをフロントバンパーカバーに仮組み

する。

・ 穴開け用下穴の加工
1. ドリル刃 （φ 3） にストッパー （マスキングテープ）

をセットする。

2. ①フロントバンパーガーニッシュ裏のケガキ印×

（2 箇所） に電動ドリルで穴開け用下穴 （2 箇所）

をφ 3 で開ける。

プロテクターモールの剥がれ、 巻き込みに注
意してください。

・ 電動ドリルを使用する際は必ず保護めが
ねを着用してください。 なお、 ドリルに巻
き込まれるおそれがあるため手袋等は着
用しないでください。

・ 電動ドリルは、 穴を開ける面に対して垂
直に当ててください。

2. リテーナ （再使用 2 個）、クリップ （再使用 2 個）

スクリュー （再使用 2 本） 及び②樹脂クリップ

（2 個） で①フロントバンパーガーニッシュを固定

する。
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・ フロントバンパーカバー固定穴の加工
1. ドリル刃（φ 5、φ 9）にストッパー（マスキングテー

プ） をセットする。

2. φ 3 の下穴 （2 箇所） を基準に電動ドリルで

フロントバンパーカバー固定穴 （2 箇所） をφ

5 →φ 9 の順番で開ける。

3. フロントバンパーカバー固定穴 （2 箇所） のバリ

をヤスリで取除く。

4. ⑪ワイヤハーネス C の黒色 2P コネクターをス

キッドランプ LH に接続する。

5. 同様に、 ⑪ワイヤハーネス C の黒色 2P コネク

ターをスキッドランプ RH に接続する。

1. 該当車両の修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) に従い、 フロントバンパーカバーを車両に復元する。

2. 該当車両の修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) に従い、 インストルメントパネルフィニッシュ パネル LWR NO.2 を

車両に復元する。

■ 車両部品の復元

・ フロントバンパーカバー固定穴はフロント
バンパーカバーと①フロントバンパーガー
ニッシュの両方を貫通させてください。

・ 電動ドリルを使用する際は必ず保護めが
ねを着用してください。 なお、 ドリルに巻
き込まれるおそれがあるため手袋等は着
用しないでください。

・ 電動ドリルは、 穴を開ける面に対して垂
直に当ててください。
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1. 製品全周に渡り、 浮き ・ 剥がれ等、 無いことを確認する。

2. 車両及びフロントバンパーガーニッシュに傷が付いていないことを確認してください。

3. 本取り付けに伴い分解 ・ 脱着した部位により、 再設定 ・ 調整が必要となる場合があります。

4. 各システムの設定 ・ 確認を行なってください。 ( 修理書 ( トヨタ自動車㈱発行 ) を参照 )

■ 取付け完了後の点検 ・ 注意事項

・ フロントバンパーカバー下部の固定追加
1. ⑧タッピングスクリュー （2 本） でフロントバンパー

カバー下部を④ブラケット LH 及び④ブラケット

RH に固定する。

イルミの取付け
1. タッピングスクリュー （4 本） で⑳イルミを➀フロ

ントバンパーガーニッシュに固定する。

■ リペアパーツの取扱いについて

フロントバンパーカバーを復元する際は左図
の断面図を参照し、 ブラケットの上にフロント
バンパーカバー及び➀フロントバンパーガー
ニッシュが乗らないように注意してください。

1. ハーネスに無理な力が掛かっていないか、 嚙み込みや鋭利なエッジに干渉が無いことを確認する。

2. イグニッション ON の状態にして LED イルミネーションランプの点灯確認を行なう。

■ LED イルミネーションランプ取付け後の確認 ・ 注意事項
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・ ⑱ （エンドモール 115mm/2 本） の取付け

エンドモールの取付け

・ ⑲ （エンドモール 75mm/2 本） の取付け

1. エンドモール貼り付け部分を脱脂し、 PAC プライマー K-500 を塗布する。
2. 下図の要領でエンドモールを貼り付ける。

・ 	PAC プライマー K-500 は塗装面を黄変させるため、 マスキングするか、 はみ出したプライマーは、 
イソプロピルアルコール （IPA） で拭き取ってください。

・ 	PAC プライマー K-500 を塗布後は、 常温で 10 分間以上放置し、 乾燥させてください。
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■ 回路図

株式会社 トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント

MODELLISTA 商品問い合わせ窓口

TEL:050-3161-1000

https://www.modellista.co.jp/

2512-SIN

1 2



  

脱脂作業要領書 
本書ではエアロパーツ等を取付ける際の脱脂作業について記載してあります。 

取付け前に必ずお読みいただき、正しい要領で脱脂作業を行ってください。 

 

 

 

■ 取付け時の脱脂作業に必要な工具等 

 

■ 脱脂作業上の注意事項 

１．ホコリ・チリ等のない換気の良い作業場で作業を行ってください  

２．隣接する場所で、ワックスがけやポリッシュ作業等は行わないで下さい。  

※飛散した油脂やワックス等の成分が車両に付着してしまいます。 

３．脱脂剤を取り扱いの際は、眼・皮膚に触れないように保護具を着用のこと。 

４．脱脂剤を取り扱いの際は、作業場に火気・熱源のないことを確認すること。  

５．脱脂剤を取り扱いの際は、蒸気を吸い込まないように作業場内の換気に注意のこと。 

 

注 意・・・・注意事項を守らないと事故につながったり､ケガをしたり､車両を損傷する等の 

おそれがあることを記載しています。 

アドバイス・・スピーディーに確実に作業していただく上で、知っておいていただきたいことを 

記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

DRY 用 

ウエス 

WET 用 

ウエス 

脱脂剤用 

スプレーボトル 

合成セーム皮 水拭き用バケツ 
ゴム手袋 

エアロパーツの取付け・脱脂作業の要領を 

解説動画でご覧いただけます。 

右のＱＲコードよりアクセスのうえ 

ご確認ください。 

イソプロピルアルコール(IPA)  
※純度 100%推奨 

①エアロ取付準備・脱脂   （約 3 分） 

②エアロ位置決め・取付・圧着（約 6 分） 

③デカール準備・水貼り・圧着（約 4 分） 

合計 約 13 分   



  

★脱脂作業概要《重要》 
◎【脱脂作業】とは、取付け面の表面に付着した油脂分を取り除き、両面テープの 

性能を十分に発揮させるための重要な下地処理です。 

下地処理が不十分だと、両面テープの性能が著しく低下して、浮き・ハガレ 

脱落などの不具合を起こす場合があります。 

大変に重要な作業となりますので確実に行ってください。 

 

◎ 脱脂剤は、取付け面に付着した油脂分を浮かび上がらせて、ウエスへの吸着を 

促す溶剤です。 

脱脂剤で取付け面を拭いただけでは、十分な脱脂は行えません。 

≪脱脂作業前に≫以降の作業要領を十分に理解したうえで作業を行ってください。 

 

■ 脱脂作業前に 

● 取付け面のホコリ・チリ等の汚れを十分な流水で洗い流す。 

汚れのひどい場合は、洗浄剤を使用して汚れを落とし、洗浄剤を十分に洗い流すこと。 

● 取付け面にコーティング等を施工されている場合は、除去剤・コンパウンド等を 

使用し除去してください。除去後、十分に水洗いを行ってください。 

※コーティング剤が残っていると両面テープはハガレます。 

● 水洗い後は、取付け面に付いた水滴を完全にふき取ってください。  

 

■ 脱脂作業要領 

● 取付け面の洗浄を行い、固く絞った合成セーム革等を使用し拭き上げて水滴を 

しっかりと取り除く。 

 

 

 

● スプレーボトルに入れた脱脂剤をWET用ウエスに吹きつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

合成セーム皮 水拭き用バケツ 

WET 用ウエス 

※ ウエスは清潔なウエスを使用して、拭き上げ時に 

クズなどが出ない素材を選んでください。 

 

WET 用ウエスにスプレーボトルを５cm ほど離して、初回は１０回程度 

スプレーをして、ウエスが湿っている状態で取付け面を拭いてください。 

以降は WET ウエス表面が乾く前に追加で５回程度スプレーし、常に湿った 

状態を保つようにしてください。 

 



  

● 取付け面の脱脂作業を行う 

 

 

 

 

 

 

①【WET 拭き】 

脱脂剤を含ませたウエスで 

１往復で拭き油脂分を浮き上がらせる 

  1 ブロック６０ｃｍ程度として両手に WET と DRY のウエスを交互に持ち 

WET⇒DRY の順に拭き上げて脱脂する。 

範囲が広い場合は１ブロック毎を数回に分けて行い、仕上げに面を通して拭き上げる 

②【DRY 拭き】 

 DRY 拭きウエスで一方向に 

拭き上げ油脂分を取り除く 

WET／DRY のウエス共に３～５ブロック毎にウエス表面を折り返し 
ウエスの拭き取り面が常に清潔な状態で作業を行ってください。 

 

汚れたままのウエスを使い続けると、ウエスに拭き取った油脂分が取付け面に 
再び付着して、エアロパーツの浮き・ハガレの原因となります。 
 
脱脂作業がしっかり行われている取付け面は、DRY 拭きを行った際に 
ウエスへの抵抗が増して、拭き上げが重くなります。 
作業前と作業後のウエスの抵抗感を目安に、脱脂を行ってください。 
 
脱脂後の取付け面には、指などを触れないように作業を行ってください。 

脱脂後は長時間放置せず、すぐに作業を行ってください。 

チリ・ホコリ等が付着しないように、十分注意してください。 

パーツの取り付け方法は、各パーツの取扱説明書ならびに取付要領書に 
したがって行ってください。 

WET 拭きのあと脱脂剤が乾かないうちに DRY 拭きで一気に拭き上げを 

行ってください。 

（上図のように両手にウエスを持ち作業を行うと素早く作業できます。） 

 

DRY 拭き作業後に拭き上げた面に、拭き跡が残っている場合は油脂分が 

残っていますので、再度 WET・ DRY 拭きを行ってください。 


